
JAXA男女共同参画推進室
©JAXA/NASA

ロ ー ル モ デ ル 集

宇宙航空の未来を拓く女性たち

総 集 編

2 0 1 5 年度









2015年度  Women@JAXA  総集編　平成28年3月1日
発行責任者：JAXA（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構）
　　  　　　男女共同参画推進室長　杉田尚子
連絡先：〒182-8522 東京都調布市深大寺東町7-44-1
E-mail：KYODO-DANJO-JIMUKYOKU@jaxa.jp
ＵＲＬ：http://stage.tksc.jaxa.jp/geoffice/index.html 15

男女共同参画推進室の取り組みの紹介
女性研究者研究活動支援事業【一般型】

過去に実績のある取組を効果的に実施
平成２５年３月時点の女性研究者の在職比率：8.7％、採用比率：13.5%

機関全体の事業実施体制 事業所毎の特色と女性研究者のニーズと対応した支援／女性研究者の採用・上位職階
での登用増加の取組／大学院博士課程に進む学生の増加の取組などを推進

■ 具体的な取組 数値目標 達成のための方策

Ａ．安心して出産・子育て・介護を行える環境 

Ｂ．働き方の見直し、ワーク・ライフ・バランス

Ｃ．研究開発力・組織マネジメント力の向上 

Ｄ．採用・登用を拡大、意識啓発  

Ｅ．ロールモデルの見える化

　女子学生・院生との交流機会拡大

Ｆ．内外連携や相互協力ネットワークの形成 

■採用・登用の目標

■研究開発力の向上

在職比率を12%以上 

その他、意識啓発、女性職員の人事制度理解の向上、人事プロセスへの参画促進など

採用者比率を18%以上

採用率・離職率の改善

教授相当者の採用（現状ゼロ） 募集/審査方法の工夫 

子育て・介護による離職率をゼロ 

競争的研究資金獲得額を２倍以上

論文投稿等の件数を1.5倍以上

支援体制・情報の整備

「同等の能力では、女性優先」の方針。
支援環境・制度の広報。公募方法の工夫

研修体系の強化、
メンター制度、セミナー等・ トップ主導による取組の継続と改善。

・ 自己資金の着実な確保と実施。

基本方策の策定・評価・フィードバック

室長、副室長、アドバイザー、室員：人事部・事業所代表
専任コーディネーター、専任アドミニストレーター（2名）
相談アドバイザー（3名：子育て・介護・キャリア支援）

・ワンストップ支援情報の提供
・ニーズ調査と具体策の実施・運営・調整
・研究支援員制度の運用（雇用・育成等）
・相談体制の充実（女性研究者メンター制度）
・各種セミナーの企画・実施
・グローバル・メンターとの連絡調整
・次代を担う社会人との交流会の企画・実施

■ 実施期間終了後の取組

理事長 外部有識者アドバイザリー委員会

国内外の幅広い
ネットワーキング

強いリーダーシップ
による

全組織的取組

宇宙航空関係の大学、独法等

連携

連携・調整 連携・調整

地域
（自治体、NPO等）

宇宙航空関係の企業

国連（UN COPUOS）
国際宇宙航行連盟（IAF）
欧州宇宙機関（ESA）
アジア宇宙機関（APRSAF）等

NASA（米国）、DLR（独国）、
CNES（仏国）等 外国機関

・進捗状況のフォローアップ
・評価・助言役員

人材育成委員会

男女共同参画推進室

各事業所等

男女共同参画推進窓口

事業所内保育所

子育て・介護
支援制度




